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『中小薬局ないと「地域医療守れない」 日薬・岩月会長、財務省に反論 

 日本薬剤師会の岩月進会長は 5 日の会見で、同日の財政制度等審議会・財政制度分

科会で財務省が、個店や中小薬局の集約化や大規模化に向けた業界再編を求めていく方

針を示したことについて、「経営効率だけで判断されたら、地域の医薬品提供体制を守

れない」と反論した。・・・・』     

2025/11/5 19:23 じほう社  Pharmacy Newsbreak 

 

「地域を守る小さな薬局の灯を消すな」 

財務省が求める“集約化”や“大規模化”という言葉の響きは、一見すると効率的で、合

理的に聞こえます。しかし、医療は効率だけでは測れない“温度”のある営みです。 

 

 たとえ処方箋枚数が少なくても、夜中に往診医の電話を受け、山あいの家まで薬を届

ける薬局があります。豪雪の朝、除雪車より先に歩いて薬を届ける薬剤師がいます。 

 

 こうした“非効率の中の尊厳”を、どうか見失ってはいけません。地域医療の最後の砦

は、データではなく人の足で支えられています。 

 

 中小薬局の存在は、単に経営規模の問題ではなく、社会のセーフティネットそのもの

です。災害時のモバイルファーマシーも、在宅医療も、そこにいる「顔の見える薬剤

師」たちが動かしています。 

 

 もし、それを“非効率”と切り捨てるなら、地方の暮らしから、静かに灯が消えていく

でしょう。 

 

 私たちは反対のための反対ではありません。「均衡そのものが善」という理念のも

と、効率と共感、制度と現場、その両立を求めて声を上げています。 

 

 薬局の未来を、数字ではなく、患者の顔で描く。それが、石川県薬剤師会の信念で

す。 
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